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研 究 概 要 

本研究は、COVID-19など重大な被害をもたらす感染症に対する地域全体の対応能力の向上を

目的として、高知県立大学および高知医療センターが共同で勉強会を実施し効果を検証するア

クション・リサーチである。 

COVID-19 については 2020 年国内で感染症例が報告されて以降、全国各地で感染確認が相次

ぎ、欧米での医療崩壊や著名人の重症死亡例の報道が、一般市民だけでなく医療や介護福祉な

ど、必需サービス提供者の不安をさらに増大させた。二次感染への不安からサービス提供や施

設への受け入れを躊躇したり、拒否したりする事例が報告されている。 

県内最多の COVID-19 感染者の診療を受け入れた高知医療センターにおいては、現在、高齢

者、精神疾患のある感染者が退院する際の健康観察の委託先確保に難渋している。医療・介護・

福祉など生活に必要なサービスの遅れや拒否を防止するためには、最新の知識や技術を学ぶ機

会を提供して、地域のサービス提供者の不安を解消することが必要である。さらに、受け入れ

やサービス提供の遅れや拒否がなくなれば、家族や学校、職場、地域などの不安も解消され、

結果的に感染症患者に対する差別が防止でき、誰もが安心して暮らすことのできる社会が実現

できると考える。本学と高知医療センター共同の勉強会実施による大学教員、医療・福祉・介

護サービス提供者および一般住民の知識・技術の向上と、地域の対応能力への影響を検証する。 

本研究は、高知医療センターと本学の包括的連携事業を背景に実施し、緊急性の高い感染症

に特化して別途実施される研修事業で、包括的連携をさらに強化するものである。 

本研究の実施により予想される結果および意義は以下の通りである。 

・参加者および周囲の感染症に対する理解の向上 

・COVID-19をはじめとする新興感染症の対策 

・HIV感染症の研修および県民の薬害に対する意識向上 

・ウィルス性肝炎に関する最新の臨床的知識の看護教育への反映 

 ・専門知識とネットワークを活用した実践的な情報提供 

・ウェブ形式での開催による講師の匿名化および参加者への配慮 

・国連 SDGsの基本理念及び持続可能な開発目標の具現化 



研 究 成 果 

高知県立大学と高知医療センターは、昨今の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界

的流行を契機に「大学-臨床連携システムによる感染症に対する地域包括的な対応能力の向上」

というテーマで共同研究に取り組んだ。これは、高知県立大学および高知医療センターが共同

で学習会を実施し、COVID-19など重大な被害をもたらす感染症に対する地域全体の対応能力の

向上を目的とするアクション・リサーチである。 

プロジェクト・サイクル・マネジメント(PCM)という、国際協力で用いられる手法を使った振

り返り・インタビューによって、最前線で対応に当たったスタッフの心情およびニーズを具体

的に把握することができた。また、県下のべ 1000か所に上る医療福祉介護教育機関を対象にア

ンケート調査を実施し、地域での COVID-19感染者受入れに対する個人の対応や思いを明らかに

した。 

本共同研究によって得られた知見は感染症対応にあたる医療機関におけるマニュアル・チェ

ックリストの新規開発につながり、医療体制維持に貢献すると共に、高知医療センターでの見

学者の受入や、高知県下での情報発信により、地域包括的な対応能力の向上に波及効果をもた

らすと期待できる。今後は、災害・感染症関連研究・教育活動および地域での感染症対策に関

する意識向上や体制増強のための取り組みに活用される。 
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